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「糖鎖の動態－機能相関への統合的アプローチ」 

 

１．研究実施の概要 

 糖鎖は、単独で存在するだけでなくタンパク質や脂質に結合し、糖タンパク質、糖脂質

として存在する。糖鎖の機能研究の多くは、生合成が完了した形態のものを対象として行

われ、すでに様々な重要な生物学的機能が明らかになり、それらの機能と糖鎖の構造の関

係についても解明が進みつつある。本研究課題では、糖鎖の生合成の過程と、分解に至る

プロセッシングの過程でも重要な生物機能が発現することに注目し、生合成から分解への

全行程における、糖鎖の構造と局在部位の変化と、生物機能発現の相関を統合的に研究す

る。 

 糖鎖の動態と機能の相関に統合的にアプローチするため、糖鎖動態を変化の時間的流れ

に沿って３つの相に分けてとらえ、各相における機能との相関をとらえる。第１は、「糖

鎖生合成時の動態と機能発現」である。特に、GPIアンカー、N-グリカン、グリコサミノ

グリカンといった複雑な構造の糖鎖生合成時の動態を支配する構造的、細胞生物学的基盤

を解明し、病態解明への展開を図る。 

 第２は、「糖鎖の膜上動態と機能発現」である。生合成された糖鎖は、細胞膜上・膜外

に局在し機能を発現するが、特に膜のドメインである脂質ラフトは様々な膜構成成分が相

互作用しつつ細胞内外の情報のやりとりを行う場になっている。脂質ラフトの構成成分で

ある糖脂質とGPIアンカー型タンパク質のラフト局在メカニズム、細胞内トラフィッキン

グと機能発現の相関を解明する。 

 第３は、「糖鎖プロセッシングの動態と機能発現」である。できあがった糖鎖がグリコ

シダーゼなどによってプロセッシングを受け、新たに生成する糖鎖あるいは遊離したタン

パク質が機能を発現する現象を対象に、糖鎖プロセッシングに働く酵素・制御因子群を解

明する。さらに、それらの欠損・変調の糖鎖機能への影響を解析し、糖鎖プロセッシング

が生体機能に果たす役割を解明する新領域を開く。 

 

２．研究実施体制 

木下 タロウグループ 

① 研究分担グループ長: 木下 タロウ（大阪大学 微生物病研究所 教授） 



② 研究実施項目：GPIアンカー型タンパク質の生合成時の動態の解明 

研究実施項目：GPIアンカー型タンパク質の脂質ラフトへの組み込みメカニズムの

解明 

 

池田 義孝グループ 

① 研究分担グループ長: 池田 義隆（佐賀大学 医学部 教授） 

② 研究実施項目：アスパラギン結合型糖鎖のアセンブリと多様性の制御機構 

 

大山グループ 

① 研究分担グループ長: 大山 力（弘前大学 医学部 教授） 

② 研究実施項目：泌尿器疾患における糖鎖の意義と臨床応用 

 

顧 建国グループ 

① 研究分担グループ長: 顧 建国（大阪大学 医学系研究科 助教授） 

② 研究実施項目：N-結合型糖鎖による細胞膜受容体の機能制御とそのメカニズムの 

解析 

 

近藤 玄グループ 

① 研究分担グループ長: 近藤 玄（京都大学 再生医科学研究所 助教授） 

② 研究実施項目：糖鎖プロセッシングの動態と機能発現 

 

菅原 一幸グループ 

① 研究分担グループ長: 菅原 一幸（神戸薬科大学 教授） 

② 研究実施項目：グリコサミノグリカンの動態— 機能相関ヘの統合的アプローチ 

 

鈴木 匡グループ 

① 研究分担グループ長: 鈴木 匡（大阪大学 医学系研究科 特任助教授） 

② 研究実施項目：細胞質における遊離糖鎖のプロセシング機構とその生物学的重要性 

 

田口 友彦グループ 

① 研究分担グループ長: 田口 友彦（大阪大学 医学系研究科 特任助教授） 

② 研究実施項目：エキソ・エンドサイトーシスに関与する輸送小胞の形成機構の解明 

 

田口 良グループ 

① 研究分担グループ長: 田口 良（東京大学 医学系研究科 教授） 

② 研究実施項目：質量分析法によるGPIアンカーの詳細構造決定システムの動態理解

への応用 



和田 芳直グループ 

① 研究分担グループ長: 和田 芳直（大阪府立母子保健総合医療センター研究所  

所長） 

② 研究実施項目：部位特異的な糖鎖構造解析と糖鎖合成疾患解析への応用 
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